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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 26,064 14.6 1 △99.6 △84 － △200 －

26年３月期第２四半期 22,744 14.9 270 △45.9 199 △56.6 △38 －
(注) 包括利益 27年３月期第２四半期 △190百万円( －％) 26年３月期第２四半期 △68百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第２四半期 △87.74 －

26年３月期第２四半期 △16.86 －
　

(注) 平成26年３月期第２四半期及び平成27年３月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第２四半期 26,632 3,681 13.6

26年３月期 27,022 3,904 14.3
(参考) 自己資本 27年３月期第２四半期 3,615百万円 26年３月期 3,869百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 － 0.00 － 40.00 40.00

27年３月期 － 0.00

27年３月期(予想) － 20.00 20.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 54,117 11.0 922 1.6 682 △9.3 151 4.7 66.09
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、四半期決算短信（添付資料）４頁「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変
更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期２Ｑ 2,285,000株 26年３月期 2,285,000株

② 期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 85株 26年３月期 85株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 2,284,915株 26年３月期２Ｑ 2,284,948株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短
信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表レビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提
となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３頁「１．当四
半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
(その他特記事項)
当社は平成26年11月25日(火)に機関投資家・アナリスト向け決算説明会の開催を予定しております。なお、当日使用
する資料につきましては、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、消費者物価の緩やかな上昇、企業収益の改善、雇用・所得環

境の好転等の現象が見られ、景気は緩やかな回復基調で推移しました。一方で、消費税増税による個人消費の減速や

円安による原材料費の上昇、海外経済の下振れなどの懸念材料があり、先行きについては依然として不透明な状況に

あります。

調剤薬局業界におきましては、４月に国民の医療費負担削減へ向けて調剤報酬及び薬価の改定が実施され、薬局機

能に応じた報酬体系の見直しがなされるとともに、在宅医療の推進やジェネリック医薬品の一層の使用拡大が求めら

れる等、厳しい経営環境が続いております。

このような状況の下、当社グループの主力である調剤薬局事業では、新規出店及びＭ＆Ａ戦略推進等の事業規模拡

大に向けた施策に積極的に取り組んでおり、調剤薬局店舗数の増加に伴って増収となりました。利益については、調

剤報酬及び薬価の改定の影響があり、また新卒薬剤師の採用数増加による人件費を中心とした管理コストが増大し

て、減益となりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における連結経営成績は、売上高26,064百万円（前年同期比14.6％増、

3,320百万円増）、営業利益1百万円（同99.6％減、269百万円減）、経常損失84百万円（前年同四半期は経常利益199百

万円）、四半期純損失200百万円（前年同四半期は四半期純損失38百万円）となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

① 調剤薬局事業

当第２四半期連結累計期間において、６店舗のＭ＆Ａ（株式及び営業権の譲受け含む）、15店舗の新規出店

を行い、事業拡大に向けた店舗展開は順調に進捗しております。また、不採算店舗の整理も進めており、５店

舗を閉鎖しました。その結果、当第２四半期連結累計期間における調剤薬局事業の店舗数は303店舗（純増16

店舗）となりました。

この結果、売上高は25,116百万円（前年同期比14.7％増、3,217百万円増）となりました。セグメント利益

は、調剤報酬改定対応や経費削減により期初予算は上回りましたが、1,494百万円（同2.5％減、38百万円減）

に留まりました。

② その他

当社グループでは、介護福祉事業（株式会社愛誠会）、不動産リース事業（株式会社日本医療サービス）及

び医薬品販売事業等（ヒューマンファクトリー株式会社）を営んでおります。

その他事業は、売上高は1,823百万円（前年同期比10.2％増、168百万円増）となりました。セグメント利益

は42百万円（同56.3％減、54百万円減）となりました。

なお、医薬品卸事業の株式会社ジェネコは、当社グループ内における事業内容、役割分担等の見直しを実施

し、諸事情を総合的に勘案した結果、株式会社ジェネコの後発医薬品の卸事業を廃止いたしました。本件は後

発医薬品の卸事業の廃止であり、当社グループは今後も後発医薬品の推進を積極的に図ってまいります。

（２）財政状態に関する説明

資産合計は、前連結会計年度末の27,022百万円に対し、390百万円減少し、26,632百万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末の12,889百万円に対し、1,091百万円減少し、11,797百万円となりました。主な要因

は、現金及び預金の増加804百万円、売掛金の減少1,645百万円、医薬品卸事業の廃止による商品及び製品の減少181

百万円等によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末の14,133百万円に対し、701百万円増加し、14,834百万円となりました。主な要因

は、新規店舗の開発及びＭ＆Ａ（株式及び営業権の譲受け含む）等による建物及び構築物の増加320百万円及びその

他の有形固定資産の増加80百万円、のれんの増加122百万円、敷金及び保証金の増加96百万円等であります。

負債合計は、前連結会計年度末の23,118百万円に対し、167百万円減少し、22,951百万円となりました。主な要因

は、納税資金、賞与資金及び運転資金等の借入れに伴う短期借入金の増加645百万円があったものの、支払手形及び

買掛金の減少274百万円、法人税等の納付による未払法人税等の減少162百万円、長期借入金の返済による減少283百

万円等によるものであります。
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純資産合計は、前連結会計年度末の3,904百万円に対し、223百万円減少し、3,681百万円となりました。主な要因

は、四半期純損失200百万円の計上及び配当の支払91百万円及び会計方針の変更による利益剰余金の増加28百万円等

によるものであります。

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ736百万円増加し、2,735百万円とな

りました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、2,012百万円の収入（前年同四半期は59

百万円の収入）となりました。主な収入要因は、減価償却費496百万円、のれん償却額348百万円及び売上債権の減少

額1,691百万円であります。主な支出要因は、税金等調整前四半期純損失104百万円、仕入債務の減少額359百万円、

未払金の減少額209百万円、法人税等の支払額247百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、1,410百万円の支出（前年同四半期は

1,300百万円の支出）となりました。主な収入要因は、貸付金の回収による収入22百万円、補助金の受取額15百万円

であります。主な支出要因は、貸付けによる支出90百万円、調剤薬局事業における新規出店及びＭ＆Ａ（株式及び営

業権の譲受け含む）等による事業規模拡大に向けた積極的な設備投資による敷金及び保証金の差入による支出76百万

円、有形固定資産の取得による支出732百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出158百万円及び

事業譲受による支出252百万円が発生したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、134百万円の収入（前年同四半期は

1,697百万円の収入）となりました。主な収入要因は、短期借入金の純増額635百万円及び長期借入れによる収入900

百万円であります。主な支出要因は、長期借入金の返済による支出1,155百万円、リース債務の返済による支出131百

万円及び配当金の支払額91百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の連結業績予想につきましては、平成26年５月12日に発表いたしました通期の連結業績予想の数

値から変更はございません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めにつ

いて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間

帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間につ

いて従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金

額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が43,970千円減少し、利益剰余金が28,299千

円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益は6,322千円増加し、経常損失及び税金等調整

前四半期純損失はそれぞれ6,322千円減少しております。

決算短信 （宝印刷）  2014年11月10日 09時38分 6ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社アイセイ薬局(3170) 平成27年３月期 第２四半期決算短信

－ 5 －

３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,202,234 3,007,067

売掛金 6,601,671 4,955,866

有価証券 30,000 30,000

商品及び製品 3,084,141 2,903,099

原材料及び貯蔵品 522 359

その他 1,028,124 948,425

貸倒引当金 △57,000 △47,101

流動資産合計 12,889,694 11,797,717

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,671,451 2,992,122

その他（純額） 3,486,125 3,566,668

有形固定資産合計 6,157,576 6,558,790

無形固定資産

のれん 3,713,864 3,836,074

その他 256,102 252,526

無形固定資産合計 3,969,967 4,088,601

投資その他の資産

投資有価証券 375,373 381,516

敷金及び保証金 1,658,849 1,755,645

その他 2,031,361 2,110,035

貸倒引当金 △59,908 △59,908

投資その他の資産合計 4,005,676 4,187,289

固定資産合計 14,133,220 14,834,681

資産合計 27,022,914 26,632,399
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,346,838 10,072,506

短期借入金 － 645,000

1年内返済予定の長期借入金 2,132,626 2,169,050

未払法人税等 320,337 158,282

賞与引当金 378,341 418,999

その他 1,524,206 1,192,545

流動負債合計 14,702,351 14,656,384

固定負債

長期借入金 6,221,750 5,938,125

退職給付に係る負債 408,815 400,840

資産除去債務 236,856 230,968

その他 1,548,674 1,724,823

固定負債合計 8,416,096 8,294,756

負債合計 23,118,447 22,951,141

純資産の部

株主資本

資本金 1,629,388 1,629,388

資本剰余金 510,484 510,484

利益剰余金 1,787,434 1,523,852

自己株式 △181 △181

株主資本合計 3,927,125 3,663,543

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 27,269 28,425

退職給付に係る調整累計額 △85,389 △76,568

その他の包括利益累計額合計 △58,120 △48,142

新株予約権 35,461 65,856

純資産合計 3,904,466 3,681,257

負債純資産合計 27,022,914 26,632,399

決算短信 （宝印刷）  2014年11月10日 09時38分 8ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社アイセイ薬局(3170) 平成27年３月期 第２四半期決算短信

－ 7 －

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 22,744,639 26,064,743

売上原価 19,980,737 23,250,792

売上総利益 2,763,902 2,813,951

販売費及び一般管理費 2,493,002 2,812,809

営業利益 270,899 1,142

営業外収益

受取利息 3,561 3,725

受取配当金 1,921 7,756

不動産賃貸料 14,581 20,234

保険解約返戻金 － 1,125

受取手数料 8,140 9,120

その他 23,458 26,162

営業外収益合計 51,663 68,125

営業外費用

支払利息 87,937 98,319

不動産賃貸費用 15,073 19,863

支払手数料 8,293 22,154

その他 11,825 13,261

営業外費用合計 123,129 153,599

経常利益又は経常損失（△） 199,433 △84,331

特別利益

固定資産売却益 － 17

特別利益合計 － 17

特別損失

固定資産除売却損 875 11,555

固定資産圧縮損 － 4,103

減損損失 74,808 4,126

特別損失合計 75,683 19,785

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

123,749 △104,099

法人税、住民税及び事業税 159,748 134,700

法人税等調整額 2,535 △38,315

法人税等合計 162,284 96,385

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △38,534 △200,485

四半期純損失（△） △38,534 △200,485
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △38,534 △200,485

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △30,394 1,156

繰延ヘッジ損益 120 －

退職給付に係る調整額 － 8,821

その他の包括利益合計 △30,273 9,977

四半期包括利益 △68,808 △190,507

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △68,808 △190,507
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整
前四半期純損失（△）

123,749 △104,099

減価償却費 359,816 496,108

減損損失 74,808 4,126

のれん償却額 267,282 348,906

株式報酬費用 △48,578 30,395

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,966 △9,899

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,220 38,828

退職給付引当金の増減額（△は減少） 33,423 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 22,754

受取利息及び受取配当金 △5,482 △11,482

保険解約損益（△は益） － △1,125

支払利息 87,937 98,319

支払手数料 8,293 22,154

固定資産圧縮損 － 4,103

固定資産除売却損益（△は益） 875 11,537

売上債権の増減額（△は増加） 1,244,344 1,691,583

たな卸資産の増減額（△は増加） △169,279 216,081

前払費用の増減額（△は増加） △6,945 △6,309

仕入債務の増減額（△は減少） △940,688 △359,696

未払金の増減額（△は減少） △156,398 △209,247

未払費用の増減額（△は減少） △75,453 71

その他 28,375 64,751

小計 838,266 2,347,861

利息及び配当金の受取額 2,623 10,835

利息の支払額 △91,347 △98,488

法人税等の支払額 △690,007 △247,950

営業活動によるキャッシュ・フロー 59,535 2,012,257
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金及び定期積金の預入による支出 △118,063 △129,674

定期預金及び定期積金の払戻による収入 117,636 123,649

有形固定資産の取得による支出 △507,285 △732,190

有形固定資産の売却による収入 611 1,246

無形固定資産の取得による支出 △10,006 △89,724

無形固定資産の売却による収入 － 87

投資有価証券の取得による支出 △49,837 △0

長期前払費用の増加による支出 △100,128 △13,393

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

△404,768 △158,205

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による収入

－ 12,798

貸付けによる支出 △79,375 △90,891

貸付金の回収による収入 77,471 22,820

敷金及び保証金の差入による支出 △153,970 △76,327

敷金及び保証金の回収による収入 8,815 8,565

保険積立金の解約による収入 12 4,810

事業譲受による支出 △81,129 △252,631

補助金の受取額 － 15,120

その他 △169 △56,461

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,300,188 △1,410,403

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,142,000 635,000

リース債務の返済による支出 △142,317 △131,588

長期借入れによる収入 995,000 900,000

長期借入金の返済による支出 △1,166,935 △1,155,526

セール・アンド・リースバックによる収入 － 103

配当金の支払額 △126,814 △91,396

その他 △3,221 △22,154

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,697,710 134,438

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 457,057 736,292

現金及び現金同等物の期首残高 1,198,492 1,999,124

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,655,550 2,735,417
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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４．その他

（１）偶発債務

（訴訟関連）

当社は、平成24年11月21日付で、調剤薬局店舗の新規出店に関し、契約準備段階における信義則上の注意義務違

反があったとして、株式会社仁田工務店（以下、「仁田工務店」という。）より、損害賠償請求訴訟の提起を受けて

おりました。

本訴訟について、平成26年４月16日に東京地方裁判所より、原告の請求（160百万円及び付帯する年６％の割合に

よる利息）を棄却し、併せて訴訟費用は原告負担とする判決が言い渡されました。訴訟を提起した仁田工務店は、

当該判決内容について不服があるものとして、平成26年４月30日に東京高等裁判所に控訴しました。控訴の内容は、

原審判決の取り消し、訴額160百万円及び付帯する平成24年12月1日から支払済みまでの年６％割合の利息及び訴訟

費用の当社負担を求める旨を主張するものでした。

平成26年９月３日に東京高等裁判所より、本件控訴を棄却し、控訴費用は控訴人の負担とする判決が言い渡され

ました。

仁田工務店は平成26年９月18日の上告期限までに上告しなかったため、原審判決で確定しました。

本訴訟による当社の業績に与える影響はありません。
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